
事 務 連 絡 

平成 31 年３月 18 日 

 

   都 道 府 県 

各         精神保健福祉主管部（局）  御中 
   指 定 都 市  

 

 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 

精神・障害保健課 

 

 

成年後見制度の診断書の書式の改定と本人情報シートの導入について 
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 日頃より厚生労働行政の推進にご協力いただき、厚く御礼申し上げます。 

標記については、成年後見制度利用促進基本計画（平成 29 年３月閣議決

定。以下「基本計画」という。）において、「成年後見制度の利用及び類型の決

定手続において、本人の精神の状態を判断する医師が、本人の生活状況や必要

な支援の状況等を含め、十分な判断資料に基づき判断することができるよう、

本人の状況等を医師に的確に伝えることができるようにするための方策につい

て検討するとともに、その判断について記載する診断書等の在り方についても

検討する」とされたことを踏まえ、最高裁判所において検討が行われてきたと

ころです。 

今般、最高裁判所より、本年４月から、診断書の書式を改定するとともに、

医師が診断書を作成するに当たっての参考資料とするために、本人を支える福

祉関係者が本人の日常生活や社会生活の状況に関する情報を記載する「本人情

報シート」を新たに導入することとする旨、情報提供がありました。 

これに係り、別添のとおり当省医政局より周知依頼を行っておりますので、

お知らせいたします。貴職におかれましては、管内地方公共団体、関係者等へ

周知いただきますようお願いいたします。 

  


